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研究成果の概要（和文）： 

〈声〉に関する文化史的、文学的研究を中心として、近代から現代へと時代が変化する中
で、〈声〉の力の再生がどのように追究されたかを検証するために、ボルドー第 3 大学(2010
年度)と新潟大学（2011 年度）において、国際シンポジウムを開催した。研究発表、討論
を通して、近代の特徴として、〈主体〉を超えた何ものかを〈声〉によって指向するが、そ
こでは同時に〈他性〉の表出という問題にも逢着すること、またこのことは文学のみなら
ず、現代メディアの特徴としてもとらえうることを確認した。 
研究成果の概要（英文）： 

To make clear how man attempted to revive the original power of voice in the changing 

era from modern to contemporary, we held international symposiums around literary 

and cultural studies : at the University of Bordeaux III in 2010, at Niigata University 

in 2011. Through communications and debates, we was able to understand that voice 

symbolize something exceeding <subject/sujet>, and to confirm the problem of 

<autrui>. On this point, we could find not only a literary characteristic but a 

characteristic of modern media. 
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１．研究開始当初の背景 

平成 17 年以降、新潟大学人文学部研究プ

ロジェクト「声とテクスト論」（代表・高木 

裕）は、協定校のフランスのボルドー第 3 大

学の研究グループ「モデルニテ」（代表・ド

ミニク・ラバテ）と共同研究を開始した。平

機関番号：13101 

研究種目：基盤研究（B） 

研究期間：2009～2011   

課題番号：21320067 

研究課題名（和文） 声とモデルニテに関する比較総合的研究 

                     

研究課題名（英文） Comprehensive study comparing for voice and modernity 

 

研究代表者 

高木 裕 （TAKAGI YUTAKA） 

新潟大学・人文社会・教育科学系・教授 

 研究者番号：60116944 

 

 



 

 

成 17 年にフランスにおいて、文学テクスト

における＜声＞の研究の第一人者であるド

ミニク・ラバテを、平成 19 年にはフランス

近代詩の＜声＞の変容を研究するエリッ

ク・ブノワを、平成 20 年度にはエリック・

ブノワとともに、フランス 19 世紀絵画の専

門家であるドミニク・ジャラセを招待し、新

潟大学 19 世紀研究所と共催で、国際シンポ

ジウムを開催し、19 世紀の再評価を軸に、モ

デルニテ概念の洗い直し、＜声＞の問題群と

密接に関わるモデルニテの射程を再確認す

るに至った。 

２．研究の目的 

平成 19～20 年度に文部科学省科学研究費

補助金をうけた研究「〈声〉とテクストに関

する比較総合的研究」において、日本古典文

学、フランス文学、イギリス文学、アメリカ

文学、ロシア文学を専門分野とする日本人研

究者、およびフランス人共同研究者とともに、

文学テクストにおける「声」の出現の様々な

あり方とその変容を明らかにしようとして

きた。本研究はその継続であるが、これまで

の研究のなかで浮上してきた「モデルニテ

（近代性）」の概念に焦点をあて、〈声〉の出

現と変容を、より明確に歴史的な問いとして

探究することを目指した。 

 

３．研究の方法 

（１）平成 21 年度に、声とモデルニテをテ

ーマに掲げ、日仏共同研究により、各国文学、

絵画、映画の分野における＜声＞の生成と変

容をモデルニテの視点から解明し、その研究

成果を海外において発表するために、ボルド

ー第 3 大学でシンポジウム「〈声〉とモデル

ニテ」を企画し、開催した。近代（モデルニ

テ）を大きな転換点ととらえ、〈声〉がテク

スト生成に果たす役割がどのように変容し、

そのことがまた文学表現にどのような変化

をもたらしたかを検証した。基盤研究（Ｂ）

の研究代表者、連携研究者（3 名）及び研究

協力者（1 名）の 5 名と、ボルドー第 3 大学

からは、6 名の研究者が研究発表を行い、活

発な質疑応答があり、問題点が浮き彫りにさ

れた。 

同年度に、共著『〈声〉とテクストの射程』

（高木 裕編著 知泉書館）を刊行した。 

人文学部研究プロジェクト「声とテクスト

論」の研究成果を集めたものであるが、同時

に「〈声〉と身体に関する比較総合的研究」

プロジェクト（プロジェクト参加者 5名が執

筆に参加している）の研究成果も含まれてい

る。本書では、〈声〉の諸相にさまざまな分

野（各国文学、哲学、文献学、表象文化論、

メディア論）からアプローチし、〈声〉の文

化、音声言語と文字言語、口承とテクスト、

テクスト生成、テクスト解読などの問題を深

め、新たな人文学の構築を目指し、〈声〉と

テクストの問題をいわゆる「テクスト論」と

いう文学理論的な領域のみにとどめること

なく、〈声〉とテクストとが織りなす濃密で

豊かな世界を照らし出す試みである。 

（２）平成２２年度には、ボルドー第３大学

でのシンポジウムの発表原稿をもとに欧文

論集「Voix et Modernités」（新潟大学人文学部）

を刊行した（2011 年 3 月）。研究交流の意義

を再確認するとともに、〈声〉のテーマが孕

む問題群の研究意義を国内外にアピールす

ることができた。 

（３）平成２３年度には、〈声〉の文化が、

これまでの歴史の中で、書記言語との攻防

から始まり、制度的なさまざまな制約と葛

藤、軋轢を繰り返してきたことを確認する

とともに、文学・思想・メディア文化が〈声〉

の根源的な力、豊饒な力をいかに再生させ

るために工夫してきたか、その諸相を例示

し、〈声〉から、いかに新しい発想と表現

可能性を得てきたかを、具体的なテクスト



 

 

分析を通して、明らかにすることであった。

そのために「〈声〉の制度 ―継承・障害・

侵犯―」をテーマに、９月に新潟大学で国

際シンポジウムを開催した。基調講演はマ

ルティーヌ・マテュ＝ジョブ（ボルドー第 3

大学教授）により、「言語の単一性の下に

おけるフランコフォニーの声の多様性につ

いて」のタイトルで行われ、第２部では、

５名の研究者による研究発表が行われ、

〈声〉を取り巻く様々な制度の問題が明ら

かになった。 

 

４．研究成果 

人文学部のプロジェクト「声とテクスト

論」は、ボルドー第 3 大学との共同研究報

告、国内研究者の講演･研究会報告書、紀

要のプロジェクト特集の論文など、これま

での研究成果を広く社会に発信してきた。

その成果を集成し 2010 年 3 月、単行本『声

とテクストの射程』（知泉書館）が刊行さ

れた。また 2011 年 3 月に、2010 年 3 月に

開催された国際シンポジウムの欧文研究

論集 Voix et Modernités（人文学部）を刊

行した。平成２４年３月にも、9 月の国際

シンポジウム「〈声〉の制度」の研究成果

をまとめて、『〈声〉の制度 ―継承・障害・

侵犯―』（新潟大学人文学部）を刊行した。 
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